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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈11月1日現在〉�
合�計�＝�154,794人�（＋163）�（　）内は前月比�
男�＝�76,896人�（＋117）�
女�＝�77,898人�（＋ 46）�
世�帯�＝�59,273世帯�（＋129）�
【予算】�〈11月1日現在〉�
一 般 会 計＝346億8,177万2千円�
特別・企業会計＝394億669万円�

平成１８年市議会第４回定例会が、１１月３０日�午後１時から開会される予定です□問 総務課�７１５０―６０６７

　

本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
平
成　

年
度

１８

「
流
山
市
表
彰
式
」
が
、　

月
３
日
に
市
役
所
市
議
会
議
場
で
行
わ
れ
、
５
人
の

１１

方
と
１
団
体
が
受
賞
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を

郷
土
の
歴
史
に
深
く
刻
み
、
永
く
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る
も
の
で
、
昭
和　

年
に

４８

創
設
さ
れ
た
本
市
最
高
の
顕
彰
制
度
で
す
。

本
市
の
発
展
に
貢
献

５
人
と
１
団
体
の
功
績
た
た
え
る

　受賞者一人ひとりに井崎市長から表彰状が贈られました

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
流
山

講
演
会
や
自
然
観
察
、ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
な
ど

　
　

月
３
日
、
リ
サ
イ
ク

１２
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
と

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
を

会
場
に
、
市
制
施
行　

周
４０

年
記
念
事
業
と
し
て
「
環

境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
流
山

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）」

が
、
市
内　

の
環
境
団
体

１４

や
事
業
所
、
江
戸
川
大
学

な
ど
と
市
の
協
働
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

「
オ
オ
タ
カ
と
と
も
に

暮
ら
す
里
山
の
ま
ち
・
流

山
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演

会
や
パ
ネ
ル
展
示
、
自
然

観
察
会
や
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー

ル
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が

あ
る
低
公
害
車
の
展
示
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月
３
日
�

１２

　

時
〜　

時
※
雨
天
決
行

１０

１６

▽
場
所
／
内
容
＝
別
表
の

と
お
り
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ
※
駐
車
場
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来

　平成１６年度の講演会で

１２／３�

流山市表彰

山崎政治さん 大�堯玄さん

岩佐光章さん 三須美�雄さん

　

今
年
度
の
市
表
彰
受
賞

者
は
、
自
治
功
労
１
人
、

保
健
福
祉
功
労
１
人
、
産

業
功
労
２
人
、
善
行
が
１

人
と
１
団
体
で
し
た
。

　

午
前
９
時　

分
か
ら
行

３０

わ
れ
た
式
典
に
は
、
受
賞

者
を
は
じ
め
来
賓
や
市
関

係
者
な
ど
約　

人
が
出
席
。

３０

井
崎
市
長
が
、
受
賞
者
そ

れ
ぞ
れ
の
功
績
を
た
た
え 

「　

万
５
千
市
民
を
代
表

１５
し
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受

賞
者
に
は
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
さ
れ
、

大
�
堯
玄
さ
ん
が
「
こ
の

受
賞
を
大
き
な
励
み
と
し

て
、
一
層
の
研
さ
ん
を
重

ね
、
ふ
る
さ
と
流
山
の
発

展
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
と
主
な
功
績

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

　

【
自
治
功
労
】

　

大
�
堯
玄
（
流
山
７
丁

目
）
＝
元
市
議
会
議
員

　

【
保
健
福
祉
功
労
】

　

三
須
美
�
雄
（
松
ケ
丘

１
丁
目
）
＝
幼
稚
園
歯
科

医
、
元
学
校
歯
科
医

　

【
産
業
功
労
】

　

山
崎
政
治
（
流
山
６
丁

目
）
＝
元
商
工
会
長
な
ど

　

岩
佐
光
章
（
平
和
台
４

丁
目
）
＝
元
商
工
会
副
会

長
な
ど

　

【
善
行
】

　

流
山
市
歌
謡
演
芸
連
合

会
（
南
流
山
４
丁
目
）
＝

寄
付

　

故
・
関
口
ケ
イ
子
（
松

ケ
丘
１
丁
目
）
＝
寄
付

補助金等審議会
補充委員決まる

場
の
際
は
「
路
線
バ
ス
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
会
場
で
は
昼
食
を
販

売
し
て
い
ま
せ
ん
。
弁
当

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３
／
ガ
レ

ー
ジ
セ
ー
ル
に
関
す
る
こ

と
…
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　
　

月
４
日
か
ら　

日
ま

１２

１０

で
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　

松
戸
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
流
山
部
会
（
米
山
孝

平
部
会
長
）
で
は
、　

月
１２

２
日
に
南
流
山
セ
ン
タ
ー

で
、
拉
致
被
害
者
家
族
会

代
表
の
横
田
滋
さ
ん
・
早

紀
江
さ
ん
ご
夫
妻
を
招
い

て
「
人
権
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
会
に
先
立

ち
、　

月　

日
か
ら
市
役

１１

２７

所
ロ
ビ
ー
で
、「
横
田
め
ぐ

み
さ
ん
写
真
展
」
も
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

【
人
権
講
演
会
】

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１４セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
３
０

０
人
程
度
※
参
加
者
多
数

の
場
合
は
入
場
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ
※
駐
車

場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
来
場
に
は
電
車
や

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

【
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
写

真
展
】

　

▽
期
間
＝　

月　

日
�

１１

２７

〜　

月
１
日
�
▽
時
間
＝

１２
８
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１７

２０

場
所
＝
市
役
所
ロ
ビ
ー
▽

入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

�
　

こ
と
し
６
月
に
「
拉
致

問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、　

月　

日

１２

１０

か
ら　

日
ま
で
「
北
朝
鮮

１６

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

の
皆
さ
ん
は
、
拉
致
は
人

権
侵
害
と
い
う
視
点
で
、

平
成　

年
度
か
ら
市
役
所

１５

ロ
ビ
ー
に
白
い
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
設
置
し
、
拉

致
問
題
の
早
期
解
決
と
被

害
者
の
無
事
救
出
を
祈
っ

て
ツ
リ
ー
に
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
を
結
ん
で
い
た
だ
く
募

金
活
動
な
ど
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

こ
と
し
も　

月　

日
�

１１

２７

か
ら
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
３

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

募
金
活
動
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１２１２月２日 人権講演会月２日　人権講演会

横田滋さん・早紀江さんご夫妻を招いて横田滋さん・早紀江さんご夫妻を招いて
１１１１月月２７２７日からめぐみさん写真展も日からめぐみさん写真展も

【会場／内容】
時　間イベント内容会　場

１２：４５～１５：３０
講演会「里山の猛きん　オオタカ」
講師：遠藤孝一さん（オオタカ保
護基金）

研修室リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館

１０：００～１６：００
環境団体活動成果のパネル展示会
※１２月２４日まで継続して展示します

ホール

１０：００～１１：４５
紙すき講座※当日直接会場へ。タ
オル１本持参工芸室１

１３：００～１５：００リサイクル洋裁展示会

１０：００～１６：００エコ製品の展示会

駐車場
１０：００～１４：００

ガレージセール（書籍、衣類、お
もちゃ、食器、電化製品など）
※荒天中止

９：３０～１１：３０
※受付９：００

自然観察会（野鳥コース、植物コ
ース）
※当日直接会場へ。帽子、タオル、
雨具、飲み物、筆記用具、「野鳥コ
ース」は双眼鏡、「植物コース」は
ルーペを持参

駐車場
（野外）

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪

１０：００～１６：００電気自動車の展示駐車場

１１：００～１２：００
１３：００～１４：００

ソーラーメロディーハウスの工作
と環境講座
※小学生対象。下記のとおり事前
申し込みを

多目的
集会室

【ソーラーメロディーハウスの工作と環境講座】　▽申し込み＝往復ハ
ガキに希望時間（午前または午後）、住所、氏名、学年、電話番号（フ
ァックス番号、メールアドレスも）、返信用に宛名を明記の上、１１月２０
日（必着）までに〒２７０－０１９２流山市役所環境保全課へ（定員各３５人、
多数抽選）

　

「
流
山
市
補
助
金
等
審
議
会
委
員
」
の
辞

職
に
伴
い
、
こ
と
し
９
月
に
市
民
を
代
表
す

る
委
員
１
人
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
者
の
中
か
ら
選
考
の
結
果
、
小
山
敦

夫
さ
ん
が
委
員
に
決
ま
り
、　

月
１
日
付
で

１１

就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任

期
間
で
あ
る
平
成　

年
８
月　

日
ま
で
で
す
。

１９

２９

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５
０
―
６
０
７
１
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平成１８年１１月１５日（水曜日）　　　（　）２第１１２６号

平
成　

年
度
か
ら

１９
大大大大大大大大大大
きききききききききき
くくくくくくくくくく
変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわ
るるるるるるるるるる
住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税

大
き
く
変
わ
る
住
民
税

住
民
税
の
税
率
が 

一
律　

％
に

１０

　

住
民
税
所
得
割
の
税
率

は
、
税
源
移
譲
前
は
課
税

所
得
金
額
に
応
じ
て
「
５

％
」、「　

％
」、「　

％
」

１０

１３

の
３
段
階
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
税
源
移
譲
後
は

課
税
所
得
金
額
に
か
か
わ

ら
ず
一
律
「　

％
」
に
な

１０

り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税

の
税
率
は
、
税
源
移
譲
前

は
４
段
階
（　

〜　

％
）

１０

３７

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

税
源
移
譲
後
は
６
段
階

（
５
％
〜　

％
）
に
な
り

４０

ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

多
く
の
方
は
住
民
税
が

増
え
所
得
税
が
減
り
ま
す

　

課
税
所
得
が
２
０
０
万

円
以
下
の
方
は
、
住
民
税

の
税
率
が
５
％
か
ら　

％
１０

と
な
る
た
め
、　

年
度
と

１８

比
較
す
る
と
所
得
割
額
は

基
本
的
に
約
２
倍
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
課
税
所
得
が
２

０
０
万
円
超
の
方
で
も
、

５
％
の
課
税
部
分
が　

％
１０

に
な
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
の
所
得
層
で
所
得
割

額
が
増
え
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
り
住
民

税
は
増
え
ま
す
が
、
所
得

税
が
減
る
た
め
、
納
税
者

の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
住
民
税
は
平
成　

年
度

１９

（
平
成　

年
所
得
分
）
以

１８

降
に
、
所
得
税
は
平
成　
１９

年
所
得
分
以
降
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
変
わ
り
ま
す

納
税
者
の
負
担
が 

変
わ
ら
な
い
た
め

の
措
置

　

人
的
控
除
額
の
差
の
調

整
　

住
民
税
と
所
得
税
で
は

扶
養
控
除
な
ど
の
人
的
控

除
額
に
差
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
同
じ
収
入
額

で
も
、
住
民
税
の
課
税
所

得
は
所
得
税
よ
り
も
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
住
民
税

の
税
率
を
５
％
か
ら　

％
１０

に
引
き
上
げ
た
場
合
、
所

得
税
の
税
率
を
引
き
下
げ

た
だ
け
で
は
、
税
負
担
が

増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
々
の
納

税
者
の
人
的
控
除
の
適
用

状
況
に
応
じ
て
、
住
民
税

を
減
額
す
る
こ
と
で
、
納

税
者
の
税
負
担
が
変
わ
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、

平
成　

年
以
降
の
所
得
税

１９

に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
に
よ
る
減
税
額
が
減
っ

て
し
ま
う
場
合
に
は
、
申

請
し
て
い
た
だ
く
こ
と 

で
、
そ
の
分
を
翌
年
度
の

住
民
税
で
減
税
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
改
正

　

定
率
減
税
の
廃
止

　

税
源
移
譲
に
よ
る
変
更

の
他
に
、定
率
減
税
７
・
５

％（
限
度
額
２
万
円
）が
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
分
、

平
成　

年
度
の
住
民
税
が

１９

上
が
り
ま
す
。

　

老
年
者
非
課
税
限
度
額

の
廃
止
に
よ
る
減
税
措
置

が
縮
減
・
廃
止

　

平
成　

年
度
か
ら
前
年

１８

中
の
合
計
所
得
が
１
２
５

万
円
以
下
の　

歳
以
上
の

６５

方
に
対
す
る
非
課
税
措
置

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成　

年
度
は
本
来 

１８

の
税
額
の
３
分
の
２
を
減 

額
、
平
成　

年
度
は
３
分

１９

の
１
を
減
額
す
る
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
が
、
平
成　
２０

年
度
か
ら
は
減
額
措
置
が

な
く
な
り
ま
す
。

　

地
震
保
険
料
控
除
の
創

設
　

既
存
の
損
害
保
険
料
控

除
を
見
直
し
、地
震
保
険
料

控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
等
の
損
害
で
生
じ

た
損
失
の
額
を
補
て
ん
す

る
保
険
契
約
等
で
、
保
険

料
の
２
分
の
１
（
２
万
５ 

０
０
０
円
を
限
度
）
を
、

総
所
得
金
額
等
か
ら
控
除

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

一
部
経
過
措
置
を
残
し
ま

す
が
、
従
前
の
損
害
保
険

料
控
除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
は
平
成　

年
分

１９

か
ら
、
住
民
税
は
平
成　
２０

年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

市
民
税
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
３

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
進
め

ら
れ
て
き
た
三
位
一
体
改
革
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
の
所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税

へ
、
３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
税
源
移
譲
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
が
納
め
て

い
る
住
民
税
が
、
平
成　

年
度
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

１９

●定率減税の動き
住民税
平成１７年度（平成１６年所得分）
１５％（４０,０００円上限）

↓

平成１８年度（平成１７年所得分）
７.５％（２０,０００円上限）

↓

平成１９年度（平成１８年所得分）
廃止

年金所得者で、配偶者控除ありの場合

合　計住民税所得税年金収入

５,３００円１,７００円３,６００円２５０万円

１１,７００円３,５００円８,２００円３００万円

所得税
平成１７年所得分

２０％（２５０,０００円上限）

↓

平成１８年所得分
１０％（１２５,０００円上限）

↓

平成１９年所得分
廃止

定率減税廃止による所得税・住民税の負担額の増

表１　所得税、住民税の税率の改正
移　　譲　　前

合計住民
税率

所得
税率課税所得金額

１５％５％
１０％

２,０００,０００円まで

２０％
１０％

２,０００,０００円を超え
３,３００,０００円まで

３０％
２０％

３,３００,０００円を超え
７,０００,０００円まで

３３％

１３％

７,０００,０００円を超え
９,０００,０００円まで

４３％３０％　９,０００,０００円を超え
１８,０００,０００円まで

５０％３７％１８,０００,０００円を超え

※課税所得金額とは給与収入や事業収入から給与所得控除や必要経費、基礎控除や社会保険
料控除などの諸控除を差し引いた残りの金額です

※課税所得金額に上表の税率を適用して、税額を算出します。個人住民税はこれに均等割
（４,０００円）が加算されます

移　　譲　　後

合計住民
税率

所得
税率課税所得金額

１５％

１０％

５％１,９５０,０００円まで

２０％１０％
１,９５０,０００円を超え
３,３００,０００円まで

３０％２０％
３,３００,０００円を超え
６,９５０,０００円まで

３３％２３％
６,９５０,０００円を超え
９,０００,０００円まで

４３％３３％
　９,０００,０００円を超え
１８,０００,０００円まで

５０％４０％１８,０００,０００円を超え

�

　住民税と所得税の人的控除額の差に基づく負担増を調整するため、
住民税所得割額から、次の額を減額する。

１．住民税の課税所得金額が２００万円以下の方
　①と②のいずれか小さい額の５％
　　①人的控除額の差の合計額
　　②住民税の課税所得金額
２．住民税の課税所得金額が２００万円超の方
　｛人的控除額の差の合計額－（住民税の課税所得金額－２００万円）｝の５％
　ただし、この額が２,５００円未満の場合は２,５００円とする。

人的控除額の差の調整

（例）住民税と所得税の人的控除額
控除額の差所得税住民税
５万円３８万円３３万円基 礎 控 除
５万円３８万円３３万円配偶者控除
５万円３８万円３３万円扶 養 控 除
１８万円６３万円４５万円特定扶養控除

��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
��������������������������������������
１９年度住民税所得割のモデル・試算１９年度住民税所得割のモデル・試算

給与収入の方の場合
（社会保険料は収入７００万円までは１０％、収入１,０００万円以上は９.４％で試算）

年金収入の方（１月１日現在６５歳以上）の場合
（社会保険料は収入の７.５％で試算）

給与年収３００万円　配偶者と子ども２人

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

８,３００円０円７００円９,０００円１,９２０,０００円１８年度

９,０００円９,０００円０円１８,０００円１,９２０,０００円１９年度

給与年収５００万円　配偶者と子ども２人

給与年収７００万円　配偶者と子ども２人

年金年収２５０万円　配偶者控除あり

年金年収３００万円　配偶者控除あり

営業等所得の方の場合（社会保険料は所得の１０％で試算）
営業等所得３００万円　配偶者と子ども２人

営業等所得５００万円　配偶者と子ども２人

※夫婦と子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族（１６歳以上
２３歳未満）に 該当するものとして計算しています
※一定の社会保険料分が所得から控除されるものとして計算しています

給与年収１,０００万円　配偶者と子ども２人

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

７０,３００円０円５,７００円７６,０００円３,４６０,０００円１８年度

１３５,５００円１６,５００円０円１５２,０００円３,４６０,０００円１９年度

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

１８１,３００円０円１４,７００円１９６,０００円５,１００,０００円１８年度

２９３,５００円２,５００円０円２９６,０００円５,１００,０００円１９年度

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

４２２,０００円０円２０,０００円４４２,０００円７,８００,０００円１８年度

５３９,５００円２,５００円０円５４２,０００円７,８００,０００円１９年度

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

２０,９００円０円１,７００円２２,６００円１,３００,０００円１８年度

４０,２００円５,０００円０円４５,２００円１,３００,０００円１９年度

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

４２,２００円０円３,５００円４５,７００円１,８００,０００円１８年度

８６,５００円５,０００円０円９１,５００円１,８００,０００円１９年度

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

５８,２００円０円４,８００円６３,０００円３,０００,０００円１８年度

１０９,５００円１６,５００円０円１２６,０００円３,０００,０００円１９年度

控除後 
税　額

人的控除額の
差の調整額　定率減税税　額所　得年　度

１９０,５００円０円１５,５００円２０６,０００円５,０００,０００円１８年度

３０３,５００円２,５００円０円３０６,０００円５,０００,０００円１９年度

※夫婦と子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族（１６歳以上２３歳未
満）に該当するものとして計算しています
※個人住民税はこれに均等割（４,０００円）が加算されます

国から
地方へ

税源移譲

給与所得者で、配偶者と子ども２人の場合

合　計住民税所得税給与収入

７００円７００円０円３００万円

１７,６００円５,７００円１１,９００円５００万円

４１,０００円１４,７００円２６,３００円７００万円

８８,８００円２０,０００円６８,８００円１,０００万円
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第１１２６号（　）　　　平成１８年１１月１５日（水曜日）３

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
と

な
っ
た　

月
３
日
、
流
山

１１

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
前

な
ど
で
行
わ
れ
た
市
民
ま

つ
り
に
は
、
約
１
万
８
０

０
０
人
の
皆
さ
ん
が
訪
れ

ま
し
た
。
産
業
博
や
市
民

健
康
ま
つ
り
な
ど
も
同
時

開
催
さ
れ
た
こ
の
日
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
芝
生
の

広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
多

く
の
福
祉
関
係
機
関
や
団

障
害
を
乗
り
越
え
て

３
年
目
の
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

月
３
日
か
ら
「
障
害
者
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

１２
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、
障
害
は
だ
れ
に
も
生

じ
得
る
も
の
で
す
。
障
害
は
多
種
多
様
で
、
外
見
で

は
分
か
ら
な
い
障
害
も
あ
り
ま
す
。
障
害
に
よ
る
不

自
由
さ
は
あ
っ
て
も
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ

ば
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
の
あ

る
方
の
意
見
を
聞
い
て
、
日
常
生
活
や
事
業
活
動
の

中
で
で
き
る
配
慮
や
工
夫
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実
現

は
、
そ
う
し
た
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

「
働
き
た
い
が
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
」、「
今
の

仕
事
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

ま
す
」障
害
者
の
方
か
ら
、

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
る
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
。
今
回
は

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
知
的

・
身
体
・
精
神
の
障
害
を

持
っ
た　

歳
か
ら　

歳
未

１５

４０

満
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
や
就
労
中
の
方
を
支
援

す
る
機
関
で
す
。

　

ま
ず
、
相
談
や
面
接
を

通
し
て
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
か
ら
お
話
を
う
か
が

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
中

で
基
本
的
な
労
働
習
慣
を

身
に
つ
け
、
職
場
実
習
な

ど
の
訓
練
を
重
ね
ま
す
。

　

事
業
所
と
も
連
携
を
と

り
、
本
人
が
仕
事
に
慣
れ

る
ま
で
付
き
添
っ
た
り
、

す
で
に
働
い
て
い
る
障
害

を
お
持
ち
の
方
々
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
を
お
持
ち

の
方
々
を
雇
用
し
た
場
合

の
助
成
金
制
度
や
支
援
策

に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
上
半
期
（
４
月

〜
９
月
）
で
１
０
４
件
の

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

は
、
現
在
８
人
で
、　

人
２５

の
方
が
同
セ
ン
タ
ー
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
各
職
場

で
働
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
度
、
新
た
に
４
人
の

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
々

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
は
、

だ
れ
に
と
っ
て
も
暮
ら
し

や
す
い
社
会
で
す
。
し
か

も
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ

っ
て
だ
れ
で
も
障
害
者
に

な
り
得
る
の
で
す
。

　

車
い
す
で
流
山
市
の
市

章
を
つ
け
て
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
で
入
賞
し
た
山
本
百
合

子
さ
ん
や
、
車
い
す
テ
ニ

ス
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

全
豪
オ
ー
プ
ン
で
優
勝
し

た
八
筬
美
恵
さ
ん
、
全
盲

で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
中

澤
至
さ
ん
な
ど
ハ
ン
デ
ィ

を
克
服
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の

皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
た

び
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

先
月
、
私
自
身
も
流
山

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
車
い
す
で
の
参
加

や
目
の
ご
不
自
由
な
方
々

が
一
緒
に
参
加
で
き
る
も

の
に
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
ま
し
た
。

２５人が関わりながら就労

一
緒
に
働
く
の
が
自
然

脳
性
ま
ひ
を
越
え
仕
事
に
ス
ポ
ー
ツ
に

　

ユ
ニ
ク
ロ
流
山
店
で
働

く
工
藤
超
史
さ
ん
。
脳
性

ま
ひ
の
た
め
知
的
障
害
に

身
体
障
害
２
種
４
級
を
持

ち
な
が
ら
「
日
々
、
健
康

に
感
謝
し
、
働
く
喜
び
を

実
感
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
約
７
３
０
店
舗

を
持
つ
ユ
ニ
ク
ロ
で
は
、

各
店
舗
で
障
害
を
持
つ
方

と
持
た
な
い
方
が
一
緒
に

働
い
て
い
ま
す
。
園
部
直

子
店
長
は
「
一
緒
に
働
い

て
い
た
だ
く
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

特
別
に
意
識
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
重
い
も

の
が
持
て
な
い
の
で
、
み

ん
な
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
働
い
て
い
ま
す
。
商

品
を
並
べ
て
い
る
と
、
つ

い
つ
い
自
分
の
服
を
買
っ

て
し
ま
う
」
と
楽
し
そ
う

に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ユ
ニ
ク
ロ
で
働
く
一

方
、
日
本
脳
性
ま
ひ
７
人

制
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
所
属

し
、
昨
年
は
日
韓
交
流
合

宿
や
試
合
に
も
参
加
す
る

ほ
ど
有
望
な
選
手
で
す
。

　

市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ

車
い
す
で
は
使
い
勝
手
が

悪
い
施
設
な
ど
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
地
道
に
解
決
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
改
修
を
進
め
て
い

る
文
化
会
館
ホ
ー
ル
の
客

席
に
は
車
い
す
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
ま
す
。

　

９
月
か
ら
は
、
図
書
館

資
料
の「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

を
始
め
ま
し
た
。
心
身
に

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
妊

娠
中
の
方
な
ど
で
図
書
館

に
来
館
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
を
対
象
に
、
図
書
館

が
所
蔵
す
る
資
料
等
を
自

宅
ま
で
無
料
で
配
達
・
回

収
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
春
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
「
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
下
花

輪
」
に
は
、
障
害
を
お
持

ち
の
方
々
の
就
労
の
場
と

し
て
、
南
天
の
木
の
皆
さ

ん
に
よ
り
地
域
の
野
菜
や

ふ
る
さ
と
産
品
な
ど
を
販

売
す
る
「
ふ
る
さ
と
コ
ー

ナ
ー
ひ
ば
り
」
が
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。　

月
３
日

１１

に
市
民
ま
つ
り
と
一
緒
に

開
催
さ
れ
た
福
祉
ま
つ
り

で
は
、
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

方
々
な
ど
が
、
力
を
合
わ

せ
て
理
解
を
広
め
る
た
め

の
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
障
害
が
あ
っ
て
も
な

く
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
流
山
を
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
築
い
て

ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

団
体
が
展
示
会

１６
　

月
４
日
か
ら
市
役
所
で

１２

　

市
で
は
、
障
害
者
週
間

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
障
害
者
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
障
害
者

福
祉
の
増
進
を
図
ろ
う
と

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

▽
期
間
＝　

月
４
日
�

１２

〜
８
日
�
▽
時
間
＝
８
時

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１７

２０

＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
参
加
団
体
・
機
関
＝

身
体
障
害
者
福
祉
会
、
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
、
精
神

障
害
者
家
族
会
よ
つ
ば
会
、

心
の
泉
会
、
地
域
で
生
き

る
会
、
つ
つ
じ
園
、
南
天

の
木
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
デ
フ
協
会
、
自

立
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
流
山
、

自
閉
症
協
会
、
グ
リ
ー
ン

グ
リ
ー
ン
、つ
ば
さ
学
園
、

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
、
さ
つ
き
園

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

　商品を並べ開店の準備をする工藤さん

　店の前で園部店長と

　駒木台の障害者就労支援センター

共
に
生
き
る

や
さ
し
い
街
を

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

方
が
就
職
し
ま
し
た
。

　

□問
 

障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
６

４
２
１

福
祉
機
関
や
団
体
が
参
加

体
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ー
ス
で
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
訴
え
ま
し
た
。
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広
が
る
理
解
の
輪

広
が
る
理
解
の
輪

小
学
校
で
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
講
話

　

盲
導
犬
ホ
ー
リ
ー
と
暮

ら
す
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー 

（
使
用
者
）
の
道
端
久
美

子
さ
ん
が　

月
６
日
、
母

１０

校
で
も
あ
る
江
戸
川
台
小

学
校
で
６
年
生
を
対
象
に

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

江
戸
川
台
小
学
校
の
２

年
生
の
児
童
が
公
園
で
ホ

ー
リ
ー
の
首
輪
に
つ
い
て

い
た
プ
レ
ー
ト
を
拾
得
。

プ
レ
ー
ト
に
あ
っ
た
「
日

本
盲
導
犬
協
会
」
の
名
か

ら
担
任
の
先
生
が
神
奈
川

ン
テ
ィ
ア
に
応
募
し
、
勉

強
し
て
か
ら
デ
ィ
デ
ィ
を

預
か
り
ま
し
た
。
普
段
は

一
般
の
家
庭
犬
で
す
。「
犬

　

繁
殖
犬
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
竹
村
和
来
子
さ
ん

と
繁
殖
犬
デ
ィ
デ
ィ
＝
写

真
。
竹
村
さ
ん
は
、
ボ
ラ

わ
れ
、と
て
も
需
要
に
供
給
が
合
わ
な
い
現
状
で
す
。

視
覚
障
害
者
は
約　

万
人
い
ら
し
て
、
そ
の
う
ち
約

３０

　

万
人
は
全
盲
の
方
で
す
。
今
号
で
は
、　

月
３
日

１０

１２

か
ら
の
障
害
者
週
間
を
前
に
、
身
近
な
盲
導
犬
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
施
行
さ
れ
て
３
年
。
市

内
で
は
２
頭
の
盲
導
犬
が
目
の
不
自
由
な
方
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
活
躍
中
の
盲
導
犬
は

９
５
２
頭
、
年
間
約
１
２
０
頭
が
育
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
盲
導
犬
希
望
者
は
約
７
８
０
０
人
い
る
と
言

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
し
、

ホ
ー
リ
ー
の
大
切
な
プ
レ

ー
ト
は
無
事
に
道
端
さ
ん

の
手
に
戻
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
善
意
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
こ
の
日
の

講
話
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

道
端
さ
ん
は
、
プ
レ
ー

ト
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
９
月　

日
に
は
、

１２

学
校
に
お
礼
に
行
き
、
そ

の
帰
り
に
は
市
役
所
を
訪

問
、
井
崎
市
長
に
児
童
の

善
行
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

道
端
さ
ん
は
、
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
か
ら
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
、
音
声
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
、
月
刊
地
域

紙
へ
盲
導
犬
に
関
す
る
エ

ッ
セ
ー
を
連
載
す
る
な
ど

執
筆
活
動
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

高
校
の
文
化
祭
で
も

盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
片
山
さ
ん

　

盲
導
犬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

文
化
祭
が
、９
月　

日
、

in

３０

流
山
中
央
高
等
学
校
の
碧

央
祭
で
開
か
れ
、
高
校
生

や
地
域
の
方
々
が
盲
導
犬

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た

＝
写
真
。同
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ（
青

少
年
赤
十
字
）
委
員
会
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
催
で
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
学
校
の

近
所
に
お
住
ま
い
の
盲
導

犬
ユ
ー
ザ
ー
・
片
山
澄
江

さ
ん
と
盲
導
犬
カ
ー
リ
ン

ら
が
盲
導
犬
へ
の
理
解
を

訴
え
ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
同
校
３

年
生
・
宮
崎
華
和
さ
ん
は
、

「
触
れ
合
う
こ
と
、
交
流

す
る
こ
と
が
偏
見
を
な
く

し
理
解
し
合
う
ス
タ
ー
ト

だ
と
思
い
ま
す
」
と
開
催

の
動
機
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
片
山
さ
ん
は

「
繁
殖
犬
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
、
訓
練
所
の
方
々
、

そ
し
て
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
な
ど
多
く
の
方
々
の

愛
情
を
い
た
だ
い
て
カ
ー

リ
ン
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
中
途
失
明

の
私
に
は 
白 

は
く 
杖 
で
歩
く
勇

じ
ょ
う

気
は
持
て
な
い
し
、
カ
ー

リ
ン
は
本
当
に
外
出
の
よ

き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
」
と

語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

流
山
市
で
は
、
盲
導

犬
や
聴
導
犬
、
介
助
犬

な
ど
の
補
助
犬
に
対
す

る
理
解
を
深
め
よ
う 

と
、
平
成　

年
度
か
ら

１６

「W
elcom

e!

ほ
じ
ょ

犬　

流
山
市
」
と
い
う

シ
ー
ル
を
２
０
０
０
枚

つ
く
り
、
商
工
会
な
ど

を
通
し
て
商
店
や
飲
食

店
な
ど
に
配
布
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬

法
が
平
成　

年　

月
か

１５

１０

ら
完
全
実
施
さ
れ
、
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入

り
す
る
ス
ー
パ
ー
や
商
店

な
ど
で
補
助
犬
を
伴
っ

た
障
害
者
の
入
店
を
拒

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

９
月
に
流
山
中
央
高

等
学
校
の
文
化
祭
に
い

ら
し
た
�
日
本
盲
導
犬

協
会
普
及
啓
発
部
推
進

課
の
草
野
藍
さ
ん
は
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

が
施
行
さ
れ
た
今
も

「
満
席
で
す
」
な
ど
と

嘘
を
つ
く
お
店
や
「
他

の
お
客
さ
ま
が
嫌
が
り

ま
す
か
ら
」
と
い
う
お

店
も
残
念
な
が
ら
ま
だ

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し

た
と
き
「
満
席
じ
ゃ
な

い
」、「
私
は
嫌
じ
ゃ
な

い
」
と
勇
気
を
出
し
て

声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
と

訴
え
て
い
ま
し
た
。
盲

導
犬
な
ど
の
補
助
犬
に

ご
理
解
を
。

老
後
は
ゆ
っ
く
り
と

引
退
犬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
野
中
さ
ん

　

引
退
犬
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
野
中
洋
一
さ
ん
の

お
宅
を
訪
ね
る
と
、
大
き

な
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ
ト

リ
ー
バ
ー
が
３
頭
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、

カ
メ
ラ
目
線
で
ポ
ー
ズ
を

と
っ
て
く
れ
る
の
は　

歳
１０

の
テ
ィ
ナ
。

　

テ
ィ
ナ
は
、
盲
導
犬
へ

の
理
解
を
広
げ
る
た
め
ポ

ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
な
ど
Ｐ

Ｒ
犬
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
い
ま
は
引
退

し
て
野
中
さ
ん
の
お
宅
で

ゆ
っ
く
り
と
老
後
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
は
、
ご
く
普

通
の
犬
好
き
な
家
族
で
す
」

と
語
る
野
中
さ
ん
は
「
健

気
で
一
生
懸
命
な
犬
と
触

れ
合
う
だ
け
で
癒
さ
れ
ま

す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
＝
写
真
。

　

か
つ
て
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
も
さ
れ
た
野
中
さ
ん

の
お
宅
で
、
子
犬
時
代
を

過
ご
し
た
犬
た
ち
が
、
現

役
を
退
い
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　

野
中
さ
ん
の
お
宅
で
は

犬
も
猫
も
仲
良
く
一
緒
に

年
末
に
は
出
産
予
定

繁
殖
犬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
竹
村
さ
ん

カ
月
く
ら
い
は
デ
ィ
デ
ィ

と
一
緒
に
子
育
て
を
し
て
、

離
乳
食
も
よ
く
ふ
や
か
し

て
１
粒
ず
つ
与
え
ま
す
。

デ
ィ
デ
ィ
は
、
こ
れ
ま
で

に
日
本
盲
導
犬
協
会
で
１

回
、
竹
村
さ
ん
宅
で
２
回

出
産
し
、１
回
目
が
６
頭
、

２
回
目
が
７
頭
、
３
回
目

が
５
頭
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
犬
が
５
頭
い
る
生
活
は

「
と
て
も
に
ぎ
や
か
」
と

笑
顔
で
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
竹
村
さ
ん
。「
実
は
年 

末
に
デ
ィ
デ
ィ
が
ま
た
出

産
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

だ
っ
た
り
、
音
や
猫
に
過

敏
だ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
盲
導
犬
に
向
か

な
い
子
犬
も
い
る
そ
う
で

す
。
生
後　

日
く
ら
い
か

５０

ら
１
歳
く
ら
い
ま
で
預
か

る
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
に

な
っ
た
の
は
「
盲
導
犬
が

足
り
な
い
」
と
聞
い
た
の

死
別
し
た
と
き
に「
も
う
、

こ
ん
な
思
い
は
し
た
く
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

　

い
ま
は
、
７
月
に
訓
練

セ
ン
タ
ー
へ
送
り
出
し
た

風
華
の
成
長
を
楽
し
み
に

「
盲
導
犬
に
な
っ
て
誰
か

の
お
役
に
立
て
た
ら
う
れ

シールで呼び掛け
市が理解求め製作
商工会などが協力

　江戸川台小学校の児童に盲導犬との日常生活などを語る道端さん
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は
安
産
だ
か
ら
放
っ
て
お

い
て
も
大
丈
夫
と
言
う
人

も
い
ま
す
が
、
お
産
で
の

取
り
上
げ
は
大
変
」
と
語

り
ま
す
。
預
か
っ
て
い
る

犬
と
い
う
こ
と
も
あ
り
健

康
管
理
に
気
を
遣
う
そ
う

で
す
。
出
産
し
て
か
ら
２

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

犬
と
人
と
の
信
頼
築
く

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
島
田
さ
ん

　

「
盲
導
犬
は
生
ま
れ
た

数
だ
け
育
つ
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
実
際
に
盲
導

犬
に
な
れ
る
犬
は
少
な
い

ん
で
す
」
と
語
る
パ
ピ
ー

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
島
田
麗
子

さ
ん
＝
写
真
。

　

栃
木
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー

か
ら
こ
れ
ま
で
預
か
っ
た

子
犬
は
４
頭
だ
が
、
盲
導

犬
に
な
れ
た
の
は
２
頭
。

元
気
過
ぎ
た
り
、
神
経
質

と
、　

年
間
家
族
と
し
て

１７

生
活
を
共
に
し
た
愛
犬
と

し
い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
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市
独
自
の
軽
減
策
を
設
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、　

月
か
ら

１０

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
１
割
負
担
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
市
が
行
う 

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
、「
介
護
給
付
や

訓
練
等
給
付
」
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
、「
補
装
具

費
支
給
」
な
ど
国
の
サ
ー

ビ
ス
と
同
様
に
所
得
に
応

じ
た
４
段
階
の
月
額
上
限

額
を
設
定
し
、
利
用
者
負

担
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
給
付
や
訓

練
等
給
付
」、「
補
装
具
費

支
給
」、「
地
域
生
活
支
援

事
業
」の
併
用
に
つ
い
て
も

利
用
者
負
担
が
急
増
し
な

い
よ
う
月
額
３
万
７
２
０

０
円
の
総
合
月
額
上
限
額

を
設
定
し
、障
害
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
（
別
表

参
照
）。

　

実
施
は　

月
か
ら
平
成

１０

　

年
度
ま
で
と
し
ま
す
。

２０
　

新
規
に
申
し
込
み
を
す

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
介
護
保
険
制
度

で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
介
護

保
険
制
度
が
優
先
と
な
り

ま
す
。

　

詳
細
は
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

学
区
ご
と
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
で
は
、
地
域
福
祉
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
と
い
う
計
画

の
特
性
か
ら
日
程
表
の
よ

う
に
対
象
地
域
の
会
場
へ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

地
域
福
祉
計
画
は
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

地
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
が
主
役
と
な
り
進
め
て

い
く
地
域
づ
く
り
の
取
り

組
み
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
基
本
理
念

は
、「
誰
も
が
尊
重
さ
れ　

安
心
し
て
生
ま
れ
育
ち　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち　

流
山
」
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
基
本
方
針

は
、「
必
要
な
人
が
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

し
く
み
を
つ
く
る
」、「
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
基
づ
い
た
協
働
を

図
る
」、「
総
合
的
か
つ
効

果
的
な
事
業
推
進
の
体
制

を
つ
く
る
」
の
３
本
の
柱

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て

施
策
の
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
計
画
の
期
間
は
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１９

２３

ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
保
健
福

祉
総
合
対
策
室
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

機
能
訓
練
な
ど
開
催

身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

　

東
深
井
福
祉
会
館
の
中

に
あ
る
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第

４
火
曜
日
に
脳
血
管
障
害

な
ど
に
よ
る
中
途
失
語
症

に
悩
む
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
言
語
訓
練
を
続
け
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

う
し
た
言
語
訓
練
の
ほ
か

に
音
楽
療
法
や
作
業
療
法
、

理
学
療
法
な
ど
の
機
能
回

復
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
を
持
つ
方
々

の
料
理
や
手
芸
な
ど
の
創

作
的
活
動
、
点
字
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
社
会
適
応
訓

練
、
要
約
筆
記
や
手
話
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８知的障害児通園施設

つばさ学園

療育相談の利用を

　

知
的
障
害
児
通
園
施
設

「
つ
ば
さ
学
園
」
は
、
心

身
の
発
達
に
遅
れ
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
、
単
独
ま

た
は
保
護
者
と
通
園
し
、

自
立
に
必
要
な
知
識
や
全

体
的
な
発
達
を
目
指
し
て

療
育
す
る
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
つ
ば
さ
学
園
の

療
育
相
談
で
は
、
心
身
の

発
達
や
成
長
に
心
配
や
不

安
の
あ
る
乳
幼
児
・
児
童

の
相
談
を
小
児
科
医
を
は

じ
め
専
門
医
師
、
心
理
相

談
員
な
ど
が
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

□問
 

つ
ば
さ
学
園
�
７
１

５
４
―
４
８
２
２
／
療
育

相
談
室
�
７
１
５
４
―
４

８
４
４

　

日
本
画
家
・
後
藤
純
男
画
伯
の
作
品
展
が
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
好
評
開
催
中
で
す
。

　
　

月
８
日
に
は
、
後
藤
画
伯
を
は
じ
め
秋
間
副
議

１１
長
や
井
崎
市
長
な
ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
作

品
展
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
制

施
行　

周
年
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
館
を
記
念

４０

し
て
、
氏
の
郷
土
流
山
で
開
く
本
格
的
作
品
展
で

「
秋
の
談
山
神
社
・
多
武
峰
」
や
「
吉
野
山
」
な
ど

の
大
作
を
中
心
に　

点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

３０

機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
間
＝　

月　

日
�
ま
で
※
き
ょ
う　

月　

日

１２

１０

１１

１５

�
は
休
館
▽
時
間
＝
９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
生
涯
学

２１

習
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―
６
１
０
６

後藤純男展が好評開催中後藤純男展が好評開催中��

対象地域会　場期　　日

東部中学校区
八木中学校区東部公民館１２月１６日�

１０：００～１１：４５

南部中学校区
南流山中学校区

南流山センタ
ー

１２月１６日�
１４：００～１５：４５

北部中学校区
東深井中学校区北部公民館１２月２３日�

１０：００～１１：４５

常盤松中学校区
西初石中学校区初石公民館１２月２３日�

１４：００～１５：４５

地域福祉計画タウンミーティング日程表

【市独自の軽減策】

総合月額
上限額

月額上限額

所得階層区分 地域生活
支援事業

補装具
給付

介護給付、
訓練等
給付

自己負担なし自己負担なし自己負担なし自己負担なし生活保護

３７,２００円以内１５,０００円１５,０００円１５,０００円

収入が８０
万円（障
害基礎年
金２級相
当）以下

市町村
民税非
課税

３７,２００円以内２４,６００円２４,６００円２４,６００円上記以外

３７,２００円以内３７,２００円３７,２００円３７,２００円市町村民税課税

※地域生活支援事業のうち、「相談支援事業」、「コミュニケーシ
ョン支援事業」、「地域活動支援センター事業のうち福祉作業所
等の利用」、「自動車運転免許取得・改造助成事業」等は利用者
負担が無料です。

　生涯学習センターは、つくば
エクスプレス流山セントラルパ
ーク駅下車徒歩約３分

　後藤純男画伯に大作「吉野山」のお話をうかがう井崎市長
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広
が
る
理
解
の
輪

広
が
る
理
解
の
輪

小
学
校
で
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
講
話

　

盲
導
犬
ホ
ー
リ
ー
と
暮

ら
す
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー 

（
使
用
者
）
の
道
端
久
美

子
さ
ん
が　

月
６
日
、
母

１０

校
で
も
あ
る
江
戸
川
台
小

学
校
で
６
年
生
を
対
象
に

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

江
戸
川
台
小
学
校
の
２

年
生
の
児
童
が
公
園
で
ホ

ー
リ
ー
の
首
輪
に
つ
い
て

い
た
プ
レ
ー
ト
を
拾
得
。

プ
レ
ー
ト
に
あ
っ
た
「
日

本
盲
導
犬
協
会
」
の
名
か

ら
担
任
の
先
生
が
神
奈
川

ン
テ
ィ
ア
に
応
募
し
、
勉

強
し
て
か
ら
デ
ィ
デ
ィ
を

預
か
り
ま
し
た
。
普
段
は

一
般
の
家
庭
犬
で
す
。「
犬

　

繁
殖
犬
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
竹
村
和
来
子
さ
ん

と
繁
殖
犬
デ
ィ
デ
ィ
＝
写

真
。
竹
村
さ
ん
は
、
ボ
ラ

わ
れ
、と
て
も
需
要
に
供
給
が
合
わ
な
い
現
状
で
す
。

視
覚
障
害
者
は
約　

万
人
い
ら
し
て
、
そ
の
う
ち
約

３０

　

万
人
は
全
盲
の
方
で
す
。
今
号
で
は
、　

月
３
日

１０

１２

か
ら
の
障
害
者
週
間
を
前
に
、
身
近
な
盲
導
犬
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
施
行
さ
れ
て
３
年
。
市

内
で
は
２
頭
の
盲
導
犬
が
目
の
不
自
由
な
方
と
一
緒

に
生
活
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
活
躍
中
の
盲
導
犬
は

９
５
２
頭
、
年
間
約
１
２
０
頭
が
育
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
盲
導
犬
希
望
者
は
約
７
８
０
０
人
い
る
と
言

訓
練
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
し
、

ホ
ー
リ
ー
の
大
切
な
プ
レ

ー
ト
は
無
事
に
道
端
さ
ん

の
手
に
戻
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
善
意
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
こ
の
日
の

講
話
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

道
端
さ
ん
は
、
プ
レ
ー

ト
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
９
月　

日
に
は
、

１２

学
校
に
お
礼
に
行
き
、
そ

の
帰
り
に
は
市
役
所
を
訪

問
、
井
崎
市
長
に
児
童
の

善
行
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

道
端
さ
ん
は
、
目
が
見

え
な
く
な
っ
て
か
ら
パ
ソ

コ
ン
を
始
め
、
音
声
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
、
月
刊
地
域

紙
へ
盲
導
犬
に
関
す
る
エ

ッ
セ
ー
を
連
載
す
る
な
ど

執
筆
活
動
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

高
校
の
文
化
祭
で
も

盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の
片
山
さ
ん

　

盲
導
犬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

文
化
祭
が
、９
月　

日
、

in

３０

流
山
中
央
高
等
学
校
の
碧

央
祭
で
開
か
れ
、
高
校
生

や
地
域
の
方
々
が
盲
導
犬

へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た

＝
写
真
。同
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ（
青

少
年
赤
十
字
）
委
員
会
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
催
で
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
学
校
の

近
所
に
お
住
ま
い
の
盲
導

犬
ユ
ー
ザ
ー
・
片
山
澄
江

さ
ん
と
盲
導
犬
カ
ー
リ
ン

ら
が
盲
導
犬
へ
の
理
解
を

訴
え
ま
し
た
。

　

司
会
を
務
め
た
同
校
３

年
生
・
宮
崎
華
和
さ
ん
は
、

「
触
れ
合
う
こ
と
、
交
流

す
る
こ
と
が
偏
見
を
な
く

し
理
解
し
合
う
ス
タ
ー
ト

だ
と
思
い
ま
す
」
と
開
催

の
動
機
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
片
山
さ
ん
は

「
繁
殖
犬
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
、
訓
練
所
の
方
々
、

そ
し
て
市
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
な
ど
多
く
の
方
々
の

愛
情
を
い
た
だ
い
て
カ
ー

リ
ン
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
中
途
失
明

の
私
に
は 
白 

は
く 
杖 
で
歩
く
勇

じ
ょ
う

気
は
持
て
な
い
し
、
カ
ー

リ
ン
は
本
当
に
外
出
の
よ

き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
」
と

語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

流
山
市
で
は
、
盲
導

犬
や
聴
導
犬
、
介
助
犬

な
ど
の
補
助
犬
に
対
す

る
理
解
を
深
め
よ
う 

と
、
平
成　

年
度
か
ら

１６

「W
elcom

e!

ほ
じ
ょ

犬　

流
山
市
」
と
い
う

シ
ー
ル
を
２
０
０
０
枚

つ
く
り
、
商
工
会
な
ど

を
通
し
て
商
店
や
飲
食

店
な
ど
に
配
布
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬

法
が
平
成　

年　

月
か

１５

１０

ら
完
全
実
施
さ
れ
、
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入

り
す
る
ス
ー
パ
ー
や
商
店

な
ど
で
補
助
犬
を
伴
っ

た
障
害
者
の
入
店
を
拒

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

９
月
に
流
山
中
央
高

等
学
校
の
文
化
祭
に
い

ら
し
た
�
日
本
盲
導
犬

協
会
普
及
啓
発
部
推
進

課
の
草
野
藍
さ
ん
は
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

が
施
行
さ
れ
た
今
も

「
満
席
で
す
」
な
ど
と

嘘
を
つ
く
お
店
や
「
他

の
お
客
さ
ま
が
嫌
が
り

ま
す
か
ら
」
と
い
う
お

店
も
残
念
な
が
ら
ま
だ

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し

た
と
き
「
満
席
じ
ゃ
な

い
」、「
私
は
嫌
じ
ゃ
な

い
」
と
勇
気
を
出
し
て

声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
と

訴
え
て
い
ま
し
た
。
盲

導
犬
な
ど
の
補
助
犬
に

ご
理
解
を
。

老
後
は
ゆ
っ
く
り
と

引
退
犬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
野
中
さ
ん

　

引
退
犬
飼
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
野
中
洋
一
さ
ん
の

お
宅
を
訪
ね
る
と
、
大
き

な
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・
レ
ト

リ
ー
バ
ー
が
３
頭
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、

カ
メ
ラ
目
線
で
ポ
ー
ズ
を

と
っ
て
く
れ
る
の
は　

歳
１０

の
テ
ィ
ナ
。

　

テ
ィ
ナ
は
、
盲
導
犬
へ

の
理
解
を
広
げ
る
た
め
ポ

ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
な
ど
Ｐ

Ｒ
犬
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
い
ま
は
引
退

し
て
野
中
さ
ん
の
お
宅
で

ゆ
っ
く
り
と
老
後
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
は
、
ご
く
普

通
の
犬
好
き
な
家
族
で
す
」

と
語
る
野
中
さ
ん
は
「
健

気
で
一
生
懸
命
な
犬
と
触

れ
合
う
だ
け
で
癒
さ
れ
ま

す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
＝
写
真
。

　

か
つ
て
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
も
さ
れ
た
野
中
さ
ん

の
お
宅
で
、
子
犬
時
代
を

過
ご
し
た
犬
た
ち
が
、
現

役
を
退
い
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　

野
中
さ
ん
の
お
宅
で
は

犬
も
猫
も
仲
良
く
一
緒
に

年
末
に
は
出
産
予
定

繁
殖
犬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
竹
村
さ
ん

カ
月
く
ら
い
は
デ
ィ
デ
ィ

と
一
緒
に
子
育
て
を
し
て
、

離
乳
食
も
よ
く
ふ
や
か
し

て
１
粒
ず
つ
与
え
ま
す
。

デ
ィ
デ
ィ
は
、
こ
れ
ま
で

に
日
本
盲
導
犬
協
会
で
１

回
、
竹
村
さ
ん
宅
で
２
回

出
産
し
、１
回
目
が
６
頭
、

２
回
目
が
７
頭
、
３
回
目

が
５
頭
生
ま
れ
ま
し
た
。

子
犬
が
５
頭
い
る
生
活
は

「
と
て
も
に
ぎ
や
か
」
と

笑
顔
で
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
竹
村
さ
ん
。「
実
は
年 

末
に
デ
ィ
デ
ィ
が
ま
た
出

産
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

だ
っ
た
り
、
音
や
猫
に
過

敏
だ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
盲
導
犬
に
向
か

な
い
子
犬
も
い
る
そ
う
で

す
。
生
後　

日
く
ら
い
か

５０

ら
１
歳
く
ら
い
ま
で
預
か

る
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
に

な
っ
た
の
は
「
盲
導
犬
が

足
り
な
い
」
と
聞
い
た
の

死
別
し
た
と
き
に「
も
う
、

こ
ん
な
思
い
は
し
た
く
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

　

い
ま
は
、
７
月
に
訓
練

セ
ン
タ
ー
へ
送
り
出
し
た

風
華
の
成
長
を
楽
し
み
に

「
盲
導
犬
に
な
っ
て
誰
か

の
お
役
に
立
て
た
ら
う
れ

シールで呼び掛け
市が理解求め製作
商工会などが協力

　江戸川台小学校の児童に盲導犬との日常生活などを語る道端さん
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は
安
産
だ
か
ら
放
っ
て
お

い
て
も
大
丈
夫
と
言
う
人

も
い
ま
す
が
、
お
産
で
の

取
り
上
げ
は
大
変
」
と
語

り
ま
す
。
預
か
っ
て
い
る

犬
と
い
う
こ
と
も
あ
り
健

康
管
理
に
気
を
遣
う
そ
う

で
す
。
出
産
し
て
か
ら
２

暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

犬
と
人
と
の
信
頼
築
く

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
島
田
さ
ん

　

「
盲
導
犬
は
生
ま
れ
た

数
だ
け
育
つ
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
実
際
に
盲
導

犬
に
な
れ
る
犬
は
少
な
い

ん
で
す
」
と
語
る
パ
ピ
ー

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
島
田
麗
子

さ
ん
＝
写
真
。

　

栃
木
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー

か
ら
こ
れ
ま
で
預
か
っ
た

子
犬
は
４
頭
だ
が
、
盲
導

犬
に
な
れ
た
の
は
２
頭
。

元
気
過
ぎ
た
り
、
神
経
質

と
、　

年
間
家
族
と
し
て

１７

生
活
を
共
に
し
た
愛
犬
と

し
い
」
と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

�
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�
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市
独
自
の
軽
減
策
を
設
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、　

月
か
ら

１０

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
１
割
負
担
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
市
が
行
う 

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
、「
介
護
給
付
や

訓
練
等
給
付
」
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
、「
補
装
具

費
支
給
」
な
ど
国
の
サ
ー

ビ
ス
と
同
様
に
所
得
に
応

じ
た
４
段
階
の
月
額
上
限

額
を
設
定
し
、
利
用
者
負

担
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
給
付
や
訓

練
等
給
付
」、「
補
装
具
費

支
給
」、「
地
域
生
活
支
援

事
業
」の
併
用
に
つ
い
て
も

利
用
者
負
担
が
急
増
し
な

い
よ
う
月
額
３
万
７
２
０

０
円
の
総
合
月
額
上
限
額

を
設
定
し
、障
害
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
（
別
表

参
照
）。

　

実
施
は　

月
か
ら
平
成

１０

　

年
度
ま
で
と
し
ま
す
。

２０
　

新
規
に
申
し
込
み
を
す

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
介
護
保
険
制
度

で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
介
護

保
険
制
度
が
優
先
と
な
り

ま
す
。

　

詳
細
は
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す

学
区
ご
と
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
で
は
、
地
域
福
祉
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
と
い
う
計
画

の
特
性
か
ら
日
程
表
の
よ

う
に
対
象
地
域
の
会
場
へ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

地
域
福
祉
計
画
は
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

地
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
が
主
役
と
な
り
進
め
て

い
く
地
域
づ
く
り
の
取
り

組
み
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
基
本
理
念

は
、「
誰
も
が
尊
重
さ
れ　

安
心
し
て
生
ま
れ
育
ち　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち　

流
山
」
と
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
基
本
方
針

は
、「
必
要
な
人
が
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

し
く
み
を
つ
く
る
」、「
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
基
づ
い
た
協
働
を

図
る
」、「
総
合
的
か
つ
効

果
的
な
事
業
推
進
の
体
制

を
つ
く
る
」
の
３
本
の
柱

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て

施
策
の
内
容
を
検
討
し
ま

す
。
計
画
の
期
間
は
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

１９

２３

ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
保
健
福

祉
総
合
対
策
室
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

機
能
訓
練
な
ど
開
催

身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

　

東
深
井
福
祉
会
館
の
中

に
あ
る
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第

４
火
曜
日
に
脳
血
管
障
害

な
ど
に
よ
る
中
途
失
語
症

に
悩
む
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
言
語
訓
練
を
続
け
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

う
し
た
言
語
訓
練
の
ほ
か

に
音
楽
療
法
や
作
業
療
法
、

理
学
療
法
な
ど
の
機
能
回

復
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
を
持
つ
方
々

の
料
理
や
手
芸
な
ど
の
創

作
的
活
動
、
点
字
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
社
会
適
応
訓

練
、
要
約
筆
記
や
手
話
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８知的障害児通園施設

つばさ学園

療育相談の利用を

　

知
的
障
害
児
通
園
施
設

「
つ
ば
さ
学
園
」
は
、
心

身
の
発
達
に
遅
れ
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
、
単
独
ま

た
は
保
護
者
と
通
園
し
、

自
立
に
必
要
な
知
識
や
全

体
的
な
発
達
を
目
指
し
て

療
育
す
る
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
つ
ば
さ
学
園
の

療
育
相
談
で
は
、
心
身
の

発
達
や
成
長
に
心
配
や
不

安
の
あ
る
乳
幼
児
・
児
童

の
相
談
を
小
児
科
医
を
は

じ
め
専
門
医
師
、
心
理
相

談
員
な
ど
が
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

□問
 

つ
ば
さ
学
園
�
７
１

５
４
―
４
８
２
２
／
療
育

相
談
室
�
７
１
５
４
―
４

８
４
４

　

日
本
画
家
・
後
藤
純
男
画
伯
の
作
品
展
が
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
好
評
開
催
中
で
す
。

　
　

月
８
日
に
は
、
後
藤
画
伯
を
は
じ
め
秋
間
副
議

１１
長
や
井
崎
市
長
な
ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
作

品
展
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
制

施
行　

周
年
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
館
を
記
念

４０

し
て
、
氏
の
郷
土
流
山
で
開
く
本
格
的
作
品
展
で

「
秋
の
談
山
神
社
・
多
武
峰
」
や
「
吉
野
山
」
な
ど

の
大
作
を
中
心
に　

点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

３０

機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
間
＝　

月　

日
�
ま
で
※
き
ょ
う　

月　

日

１２

１０

１１

１５

�
は
休
館
▽
時
間
＝
９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
生
涯
学

２１

習
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―
６
１
０
６

後藤純男展が好評開催中後藤純男展が好評開催中��

対象地域会　場期　　日

東部中学校区
八木中学校区東部公民館１２月１６日�

１０：００～１１：４５

南部中学校区
南流山中学校区

南流山センタ
ー

１２月１６日�
１４：００～１５：４５

北部中学校区
東深井中学校区北部公民館１２月２３日�

１０：００～１１：４５

常盤松中学校区
西初石中学校区初石公民館１２月２３日�

１４：００～１５：４５

地域福祉計画タウンミーティング日程表

【市独自の軽減策】

総合月額
上限額

月額上限額

所得階層区分 地域生活
支援事業

補装具
給付

介護給付、
訓練等
給付

自己負担なし自己負担なし自己負担なし自己負担なし生活保護

３７,２００円以内１５,０００円１５,０００円１５,０００円

収入が８０
万円（障
害基礎年
金２級相
当）以下

市町村
民税非
課税

３７,２００円以内２４,６００円２４,６００円２４,６００円上記以外

３７,２００円以内３７,２００円３７,２００円３７,２００円市町村民税課税

※地域生活支援事業のうち、「相談支援事業」、「コミュニケーシ
ョン支援事業」、「地域活動支援センター事業のうち福祉作業所
等の利用」、「自動車運転免許取得・改造助成事業」等は利用者
負担が無料です。

　生涯学習センターは、つくば
エクスプレス流山セントラルパ
ーク駅下車徒歩約３分

　後藤純男画伯に大作「吉野山」のお話をうかがう井崎市長
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平成１８年１１月１５日（水曜日）　　　（　）６第１１２６号
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市民の方（３,０００人）にお願いしている「まちづくり達成度アンケート調査」は、
１１月１９日までに投函してください□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

国有地の売却国有地の売却
　国土交通省関東地方整備局所管の国有地を
売却します。
　▽入札公告日＝１１月１５日�▽現場説明＝平
成１９年１月１５日�▽入札日＝平成１９年１月２９
日�～２月２日�
【所在地】流山市野々下５丁目１００２－１、１００３
【面　積】１,６７６.８㎡
【地目等】原野（現況：宅地）第１種低層住居
　□問 国土交通省関東地方整備局首都国道事務
所�０４７－３６２－４１１２

計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

計
画
の
素
案
ま
と
ま
る

有
事
に
お
け
る
市
の
責
務
な
ど

有
事
に
お
け
る
市
の
責
務
な
ど

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
を

第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画

第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画

計
画
の
目
的

　

流
山
市
国
民
保
護
計
画

は
、
わ
が
国
に
対
す
る
外

国
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大

規
模
テ
ロ
等
に
際
し
て
、

住
民
の
生
命
、
身
体
お
よ

び
財
産
を
保
護
し
、
被
害

を
最
小
に
抑
え
る
た
め
、

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村

が
相
互
に
連
携
協
力
し
、

住
民
の
避
難
や
救
援
措
置

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

計
画
の
体
系

　

本
計
画
の
素
案
は
、
国

が
定
め
た
「
国
民
の
保
護

に
関
す
る
基
本
指
針
」
お

よ
び
県
が
作
成
し
た
「
千

葉
県
国
民
保
護
計
画
」
に

基
づ
き
作
成
さ
れ
、
全
５

編
か
ら
成
り
ま
す
。

　

第
１
編
「
総
論
」
…
市

の
責
務
や
、
国
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
（
図
参

照
）、
ま
た
本
市
の
地
理 

的
・
社
会
的
特
徴
等
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
編
「
平
素
か
ら
の

備
え
や
予
防
」
…
市
の
組

織
や
近
隣
市
町
村
と
の
連

携
、避
難
に
関
す
る
訓
練
、

物
資
や
資
材
の
備
蓄
、
啓

発
な
ど
、
平
素
の
備
え
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
編
「
武
力
攻
撃
事

態
等
へ
の
対
処
」
…
対
策

本
部
の
設
置
か
ら
初
動
体

制
の
確
立
、
避
難
指
示
や

救
援
、
安
否
情
報
の
収 

集
・
提
供
な
ど
有
事
の
際

の
対
処
等
に
つ
い
て
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

第
４
編
「
復
旧
等
」
…

被
災
者
の
生
活
確
保
に
向

け
た
応
急
の
復
旧
や
、
県

に
対
す
る
支
援
要
請
、
ま

た
国
に
よ
る
補
償
等
に
つ

わ
せ
開
始
。
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
事
業
へ
の
業
務
参

加
を
希
望
す
る
団
体
等
の

意
向
確
認
の
開
始

　

平
成　

年
１
月　

日
〜

１９

１５

…
事
業
者
選
考
基
準
の
公

表
　

平
成　

年
２
月
末
…
業

１９

務
参
加
に
関
す
る
意
向
確

認
の
締
め
切
り

　

平
成　

年
４
月
以
降
…

１９

事
業
者
募
集
、
選
考
・
決

定
、
事
業
開
始

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

そ
の
後
内
容
を
精
査
し
た

結
果
、
平
成　

年
度
に
ア

１９

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
実
施

す
る
事
業
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

　

事
業
概
要
の
一
覧
表 

は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
お
よ
び
各
事
業
担

当
課
、
出
張
所
、
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
、
各
事
業

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

事
業
の
公
表
か
ら 

事
業
者
選
考
ま
で

　
　

月　

日
〜
…
業
務
内

１１

１５

容
の
公
表
お
よ
び
問
い
合

館
お
よ
び
公
民
館
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

ご
意
見
を
募
集

　

本
計
画
素
案
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
は
、
計
画
作
成
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

市
の
考
え
に
つ
い
て
は
総

務
課
、
出
張
所
、
図
書
館
、

公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。
個
別

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

▽
募
集
期
間
＝　

月　
１１

１５

日
�
〜　

月　

日
�
▽
対

１１

３０

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
▽
意
見
の
提
出

＝
総
務
課
、
出
張
所
、
図

書
館
、
公
民
館
で
配
布 

の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
総
務
課
に
持
参
、

郵
送
（
〒
２
７
０
―
０
１

９
２
流
山
市
役
所
総
務
課

宛
）
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
　

□問
 

総
務
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
７
／
�
７
１
５

８
―
４
１
３
１

い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
編
「
緊
急
対
処
事

態
へ
の
対
処
」
…
第
１
編

か
ら
第
４
編
ま
で
に
つ
い

て
、
緊
急
対
処
事
態
お
よ

び
緊
急
対
処
保
護
措
置
に

つ
い
て
、
準
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

素
案
の
公
表

　

流
山
市
国
民
保
護
計
画

の
素
案
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
素
案
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
、
出
張
所
、
図
書

ま
す
。

　

流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の
廃

車
の
手
続
き
に
は
、
①
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
②
標
識

交
付
証
明
書
③
印
か
ん
が

必
要
で
す
。

　

手
続
き
お
よ
び
問
い
合

わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

▽
流
山
市
ナ
ン
バ
ー
の

バ
イ
ク
な
ど
（
１
２
５
㏄

ま
で
の
バ
イ
ク
、
小
型
特

殊
自
動
車
）
＝
市
民
税
課

�
７
１
５
０
―
６
０
７
３

▽
１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ

イ
ク
＝
千
葉
運
輸
支
局
野

田
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
�
０
５
０
―
５
５
４
０

―
２
０
２
３
▽
軽
四
輪
自

動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
千
葉
事
務
所
野
田
支
所

�
７
１
２
０
―
２
０
２
０

　

軽
自
動
車
（
軽
四
輪
、

原
動
機
付
き
自
転
車
、
耕

運
機
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
の
小
型
特
殊
自
動 

車
）
な
ど
を
人
に
譲
っ
た

り
、
処
分
し
た
り
、
盗
難

に
遭
っ
た
り
し
て
所
有
し

て
い
な
い
場
合
、
名
義
変

更
や
廃
車
の
手
続
き
を
し

な
い
と
、い
つ
ま
で
も「
軽

自
動
車
税
」
が
課
税
さ
れ

流山市
国民保護計画

　

「
効
率
的
で
市
民
満
足

度
の
高
い
行
財
政
運
営
」

を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
、
必
要
最
小
限
の
コ
ス

ト
で
的
確
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
り
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
市
で

は
、
市
民
と
の
協
働
が
可

能
な
業
務
を
明
確
化
し
、

市
民
に
よ
る
業
務
参
加
を

目
的
と
し
た
、
第
１
次
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

６
月　

日
号
で
は
、
第

１５

一
次
計
画
の
対
象
事
業
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

　

平
成　

年
９
月
に
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

１６

す
る
法
律
」（
国
民
保
護
法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、市
町
村
は
武
力
攻
撃
事

態
や
大
規
模
テ
ロ
等
か
ら
住
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
し
、
住
民
の
避
難
、

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
な
ど
の
国
民
保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め

の
国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
同
計

画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
、
こ

の
素
案
を
基
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
本
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘れれれれれれれれれれれれれれれれてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかか忘れていませんか 
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽自自自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車車車のののののののののののののののの廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃車車車車車車車車車車車車車車車車手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続きききききききききききききききき軽自動車の廃車手続き
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自治基本条例策定市民協議会自治基本条例策定市民協議会 
市民参加型のフォーラムを開催市民参加型のフォーラムを開催
　市自治基本条例策定市民協議会では、１１
月２５日に市民参加型のフォーラムを開催し
ます。自治基本条例の原案の作成状況の報
告や、地方自治総合研究所の辻山幸宣さん
の講演、小・中学生による「こんな流山に
したい作文コンクール」優秀賞の朗読など
を予定しています。
　▽日時＝１１月２５日�１３時～▽場所＝南流
山センター▽参加費＝無料▽申し込み＝当
日直接会場へ
　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

流山市国民保護計画作成スケジュール�
　本計画は、素案に対する皆さんのご意見
や流山市国民保護協議会の審議を経て計画
案を作成します。�
　その後、県との協議を経て計画を決定し
ます。決定した計画は、市議会に報告する
とともに公表します。�

　・消防　�

　・応急措置の実施  �
   警戒区域の設定・退避の指示�

武
力
攻
撃
災
害
へ
の�

対
処 

�

・救援の指示� ・救援�

・食品、生活必需品等�
　の給与�
・収容施設の供与�
・医療の提供　等�

・救援に協力�

�

救
　
援�

住
　
民
（
協
　
力
）�

・避難措置の指示�
（要避難地域、避難先地域等）�

是正是正�是正�

・避難の指示�
（避難経路、交通手段等）�

※防災行政無線、公共ネットワーク、衛星通信等を活用するとともに、情報伝達システムの改善に向けた検討、整備に努める�

・警報の発令�

国（対策本部）� 県（対策本部）�

避
　
難�

・警報の市町村への通知�

市（対策本部）�

・警報の伝達（サイレン等を使用）�

指定公共機関�
指定地方公共機関�

・放送事業者による警報等の放送　　　・日本赤十字社による救援への協力�

・運送事業者による住民・物資の輸送　・電気・ガス等の安定的な供給�

・対策本部における�
　総合調整�

・対策本部における�
　総合調整�

・対策本部における�
　総合調整�総合調整の要請�

総合調整�

措置の実施要請�措置の実施要請�

・生活関連等施設の安全確保�

・国民生活の安定�

・武力攻撃災害への対処の指示�
　（消防庁長官による消防に関する指示）�

　・大規模又は特殊な武力攻撃災害�
　（NBC攻撃等）への対処�

指示�

総合調整�

総合調整の要請�

国、地方公共団体、指定公共機関等が相互に連携�

・武力攻撃災害の防御�

・応急措置の実施�
　警戒区域の設定・退避の指示�

・緊急通報の発令�

指示�

是正是正�是正�

指示�

指示� ・避難の指示の伝達  �
・避難住民の誘導  �
（避難実施要領の策定）�
　消防等を指揮、警察・�
　自衛隊等に誘導を要請 �

【平成１９年度アウトソーシング実施事業】

担当課（連絡先）事業名

生涯学習課
�７１５０－６１０６

成人式企画・運営事業

サロンコンサート企画・運営事業

市民ギャラリー展示運営事業

市民音楽祭企画・運営事業

流山ロードレース大会企画・運営事業

県民体育大会出場選手派遣事業

生活安全課
�７１５０－６３１２交通安全啓発・指導事業

秘書広報課
�７１５０－６０６３広報紙号外号編集事業

環境保全課
�７１５０－６０８３

病害虫等対策事業
（水害発生後の防疫活動）

公園緑地課
�７１５０－６０９２公園維持管理事業

障害者支援課
�７１５０－６０８１

精神障害者ホームヘルパー養成事業

移動介護従事者（ガイドヘルパー）
養成研修事業
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第１１２６号（　）　　　平成１８年１１月１５日（水曜日）７

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９５,３５７台４８,４９３台４６,８６４台

★印のあるものは市主催のものです 

　ソーニ＆クレア・秋のコンサート（ソーニリリウム、
混声アンサンブルクレア共催）＝１１月２６日�１４時～１６時、
生涯学習センター。入場料５００円□問 飯田�７１５０－
０４８０
　四季の会「絵画展」＝１１月２７日�～３０日�９時～１６時
（２７日は１０時から、３０日は１５時まで）、流山郵便局。入場
料無料□問 鳥光�７１５２－３４０７
　祭りずし講習会＝①１１月２９日�②１２月１３日�１０時３０ 
分～１３時、初石公民館。参加費１回１,３００円□問 衣川�
７１４５－６８９１
　「筆ぐるめ」年賀状作成講座（全３回）（流山ノートパ
ソコンクラブ主催）＝１２月４日�・１１日�・１４日�９時３０
分～１１時３０分、北部公民館。参加費３回２,０００円□問 福嶋�
７１５５－２６０７
　ちば緊急サポートネットワーク（ちばっ子ネット）説
明会＆研修会（ＮＰＯ法人流山ユー・アイネット主催）
＝①説明会…１２月１４日�１３時３０分～１５時、南流山センタ
ー②研修会…平成１９年１月２５日�・２６日�、２月２日�１０時
３０分～１６時１０分、ケアセンター※いずれも参加費無料□問 
ちばっ子ネット流山事務局�７１５６－１７６６

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

藤
井
由
美
子
さ
ん（
親
業

訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝　

月　

日
９
時
か

１１

１５

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス（
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
明
記
）で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
茶
道
教
室
」

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
一

１３

１５

茶
双
樹
記
念
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
小
・
中
学
生

と
保
護
者
／　

人
（
先
着

２０

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

持
ち
物
＝
白
い
靴
下
を
着

用
願
い
ま
す
▽
申
し
込
み

＝　

月　

日
９
時
か
ら
電

１１

１５

話
で
博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講

座
　

①
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
５
日
� 

１２

・
６
日
�
・
７
日
�
▽
時

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１０

１２

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／

　

人（
多
数
抽
選
）▽
内
容

１８＝
パ
ソ
コ
ン
入
力
操
作
か

イ ベ ン ト

�
　

★
幼
児
こ
と
ば
の
相
談

室
講
演
会
「
幼
児
期
、
学

童
期
の
親
の
役
割
」

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２２

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

４５

１１

３０

場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
＝
幼
児
を
持
つ
方
な

ど
※
乳
児
の
同
伴
は
可
能

で
す
が
保
育
室
等
は
ご
用

意
で
き
ま
せ
ん
▽
講
師
＝

行
木
富
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
こ
と
ば
の
教
室
・
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
理
事
長
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

※
駐
車
場
が
少
な
い
た 

め
、
電
車
や
バ
ス
等
で
ご

来
場
く
だ
さ
い

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１

　

★
中
央
地
区
家
庭
教
育

講
座
「
思
春
期
の
子
ど
も

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」

　

▽
日
時
＝　

月
２
日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
な
ど
※
１
歳
半
〜

就
学
前
児
の
一
時
保
育

（
要
予
約
、　

人
）あ
り
／

１０

　

人（
先
着
順
）▽
講
師
＝

５０
講
座
・
講
演

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

ま
で
▽
参
加
費
＝
１
０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

②
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１２

１１

・　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

１２

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

ワ
ー
ド
入
門
・
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
Ⅰ
講
座
修
了
程
度

の
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

１８

▽
内
容
＝
ワ
ー
ド
ア
ー
ト

や
図
、
表
入
り
の
お
知
ら

せ
作
成
▽
参
加
費
＝
３
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講

座
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、　

月　
１１

２２

日（
必
着
）ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★　

ミ
リ
映
写
機
操
作

１６

講
習
会

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�

１２

　

時
〜
▽
場
所
＝
中
央
図

１３書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
／　

人（
先
着
順
）▽
参

１０

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
女
性
の
た
め
の
健
康

講
座「
更
年
期
を
快
適
に
」

　

▽
日
時
＝　

月
８
日
�

１２

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１４

３０

１６

＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／　

人
３０

（
先
着
順
）▽
講
師
＝
根
本

玲
子
さ
ん
（
流
山
市
医
師

会
・
婦
人
科
医
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

親
子
た
こ
づ
く
り
教
室

（
流
山
市
青
少
年
育
成
会

議
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

１７

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
／　

人（
先
着
順
）▽
参

２０

加
費
＝
子
ど
も
１
人
３
０

０
円
▽
申
し
込
み
＝
電
話

で
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座「
一

般
コ
ー
ス
」（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１１

２９

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

３０

１０

〜　

時
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ

１５
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

受
講
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
方
／　

人
４０

（
先
着
順
）▽
内
容
＝
講
義

・
演
習
「
上
手
な
聞
き
方

・
話
し
方
」
な
ど
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

　

□問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
９
―
４
９

３
９

　

や
さ
し
い
写
真
講
座 

（
全
４
回
）（
指
定
管
理
者

主
催
）

　

▽
期
日
＝　

月　

日
� 

１１

２１

・　

日
�
、　

月
５
日
�
・

２８

１２

　

日
�
▽
時
間
＝　

時
〜

１２

１０

　

時
▽
場
所
＝
生
涯
学
習

１２セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝　

人
２０

（
先
着
順
）▽
参
加
費
＝
４

０
０
０
円
（
別
途
材
料
代

あ
り
）
※
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

�
　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
た
け
の

子
ル
ー
ム（
向
小
金
）▽
勤

務
内
容
＝
向
小
金
小
１
〜

３
年
生
の
放
課
後
保
育
▽

応
募
資
格
＝　

歳
〜　

歳

３５

４５

位
の
方
▽
勤
務
日
／
時
間

＝
週
３
日
程
度
／　

時
〜

１４

　

時　

分
、
ま
た
は
８
時

１８

３０

〜　

時　

分
の
間
で
５
時

１８

３０

間
▽
時
間
給
＝
８
３
０
円 

（
試
用
期
間
３
カ
月
間
は

８
０
０
円
）
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

た
け
の
子
ル
ー
ム
�

７
１
７
３
―
９
３
１
３

　

生
活
支
援
補
助
員
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
障
害
者

支
援
施
設
み
ど
り
園
（
我

孫
子
市
）
▽
勤
務
内
容
＝

知
的
障
害
者
の
食
事
の
介

助
な
ど
▽
勤
務
期
間
＝　
１１

月　

日
〜
平
成　

年
３
月

２０

１９

　

日
※
更
新
あ
り
▽
勤
務

３１時
間
＝
土
・
日
曜
、祝
日
を

含
む
３
交
代
制
（
７
時
〜

　

時　

分
、　

時　

分
〜

１５

３０

１１

４５

　

時　

分
、　

時　

分
〜

２０

１５

１６

３０

翌
日
９
時　

分
）
▽
時
間

３０

給
＝
９
８
０
円
〜
１
０
０

０
円（
夜
勤
は　

％
増
、交

２５

通
費
別
途
支
給
）
※
試
用

期
間
あ
り
▽
応
募
方
法
＝

資
格
・
求
人

履
歴
書
を
〒
２
７
０
―
１

１
２
１
我
孫
子
市
中
峠
２

３
１
０
み
ど
り
園
へ

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８

７
―
０
５
１
１

�
　

★
環
境
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２２

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
環
境
白
書
に
つ

い
て
、
路
上
喫
煙
及
び
ポ

イ
捨
て
防
止
条
例
の
施
行

状
況
に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

�
　

★　

歳
を
祝
う
つ
ど
い

２０

（
成
人
式
）

　

▽
日
時
＝
平
成　

年
１

１９

月
８
日
�　

時　

分
〜
▽

１０

３０

場
所
＝
文
化
会
館
※
対
象

者
（
昭
和　

年
４
月
２
日

６１

〜
同　

年
４
月
１
日
生
ま

６２

れ
の
方
）
に
は
、　

月
中

１２

旬
に
案
内
状
を
送
付
予
定

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２６

　

時
〜
▽
場
所
＝
初
石
公

１３民
館
▽
内
容
＝
管
理
組
合

の
仕
事
、
建
物
の
基
礎
知

識
、
管
理
組
合
個
別
相
談

会
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
千
葉
県

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
へ

　

□問
 

千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
�
０
４
３
―
２

４
４
―
９
０
９
１

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

　

市
青
少
年
健
全
育
成
推

進
大
会
（
流
山
市
青
少
年

育
成
会
議
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１１

２５

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１１

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
青
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
力
さ
れ
た
方
お
よ

び
青
少
年
の
健
全
育
成
運

動
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー

入
選
者
の
表
彰
、
荒
川
社

中（
和
太
鼓
）の
演
奏
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

第２２３回サロンコンサート 
�♪　今月は２４日に　�♪

　▽日時＝１１月２４日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリ
ー▽テーマ＝ミュージカル特集“That's favorite”▽曲目＝①雨に
唄えばより「雨に唄えば」②レ・ミゼラブルより「ひとりぼっち」③
レントより「シーズン･オブ･ラブ」④回転木馬より「もしも君を愛
したら」⑤マイ・フェア･レディより「踊り明かそう」⑥ウエストサ
イド･ストーリーより「トゥナイト」▽出演＝池田浩子（ソプラノ）、
熊坂正実（バリトン）、遠藤佑三子（ピアノ）
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６

ポリオ予防接種
【会場・期日】　別表のとおり
【 対　 象 】　生後３カ月～７歳６カ月未満児
【申し込み】　母子健康手帳、予診票を持参の上、当
日直接会場へ※体調が悪い場合には、接種を受けられな
いこともありますので、体調の良いときに受けてください
い

　※受付時間は１３時１５分～１４時１５分（接種開始は１３時 
３０分～）
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要
することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　（平成１８年８月・９月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下９月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

７以下９月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下９月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下９月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０１６以下９月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００１４以下８月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ） ①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間

②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年９月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目

２８７１８４２６４３４４時　間①騒音　

０（０）０（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

期　日会　場

１１／２７�、１１／３０�、１２／５�保健センター

１１／２８�文化会館

１１／２９�、１２／４�南流山センター

１２／１�東部公民館

8 Title:広報ながれやま11/15号P6_8.ec6 Page:7  Date: 2006/11/10 Fri 16:50:55



平成１８年１１月１５日（水曜日）　　　（　）８第１１２６号

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

　

歌
舞
伎
の
鑑
賞
を
通 

し
、
古
典
芸
能
に
対
す
る

関
心
や
知
識
を
高
め
て
い

た
だ
こ
う
と
、
市
教
育
委

員
会
で
は
来
年
１
月　

日
１７

�
、
国
立
劇
場
で
「
古
典

芸
能
鑑
賞
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
の
公
演
は
、「 
通
し 

と

お

し

 
狂 

き
ょ
う 
言 　げん
 
梅
初
春 

う
め
の
は
る 
五 ご 
十 

じ
ゅ
う 
三 

さ
ん

 
驛 
」
を
上
演
し
ま
す
。

つ
ぎ

　

な
お
、
国
立
劇
場
ま
で

は
貸
し
切
り
バ
ス
で
市
内

３
カ
所
を
経
由
し
て
送
迎

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

を
。

ご
み
減
量
・
資
源
化
を

ご
み
減
量
・
資
源
化
を

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品
決
ま
る

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品
決
ま
る

も
っ
と
科
学
を
身
近
に

も
っ
と
科
学
を
身
近
に

米
村
米
村　
　
　

で
ん
じ
ろ
う

で
ん
じ
ろ
う

�

　
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

（
東
深
井
小
）、山
下
香
織

（
西
深
井
小
）

　

※
各
学
校
か
ら
選
ば
れ

た　

点
の
作
品
は
、
リ
サ

８８

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に　

月　
１１

３０

日
ま
で
展
示
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

ザ
館
窓
口
へ（
多
数
抽
選
、

結
果
は
当
選
者
の
み
に
通

知
）

　
【
再
生
家
具
】

　

再
生
家
具
は
先
着
順
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で

１
世
帯
１
カ
月
１
点

　

※
自
転
車
、
家
具
の
引

き
取
り
・
運
搬
は
各
自
で

お
願
い
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し 

た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
入
選
作
品
を

決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う 

と
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
テ
ー
マ
に
標
語

入
選
作
品
は
、
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

事
業
で
展
示
し
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

　

【
金　

賞
】

　
 
市 
づ
く
り
、
つ
な
ぐ
手

ま
ち

平
等
、 
男
女 
の
手
（
大
沢

み

ん

な

信
弘
・
鰭
ケ
崎
）

　

【
銀　

賞
】

　

お
互
い
の
立
場
を
思
い

や
る
男
女
平
等
（
佐
藤
恵

子
・
加
１
丁
目
）

　

【
銅　

賞
】

　

我
が
家
で
は　

料
理
・

子
育
て　

主
夫
・
主
婦
で

（
岡
島
弘
子
・
市
野
谷
）

　

【
入　

選
】

　

認
め
合
う　

気
持
と
気

持
の　

大
切
さ
（
伊
藤
知

子
・
宮
園
２
丁
目
）
／
平

等
に　

な
か
よ
く　

が
ん

ば
る　

れ
ん
た
い
か
ん　

や
さ
し
い
笑
顔
の　

ま
ち

流
山
（
石
川
ま
ゆ
み
・
長

崎
１
丁
目
）

　

□問
 

企
画
政
策
課
内
男
女

共
同
参
画
室
�
７
１
５
０

―
６
０
６
４

　

市
で
は
、
市
内
の
小
学

４
年
生
を
対
象
に
「
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
の

作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

５
５
５
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
各
学
校
か

ら
選
ば
れ
た　

点
に
対 

８８

し
、　

月
６
日
に
元
廃
棄

１０

物
対
策
審
議
会
会
長
な
ど

に
よ
る
審
査
を
行
っ
た
結

果
、　

点
が
選
ば
れ
、
最

１３

優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作

品
２
点
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。〈

敬
称
略
〉

　

▽
最
優
秀
作
品
＝
保
田

祐
希
（
江
戸
川
台
小
）
▽

優
秀
作
品
＝
金
丸
優
人

総合運動公園 
年末年始のテニスコート利用

　年末年始の総合運動公園テニスコートは、次のとおり
ご利用いただけます。
　【貸し出し日】　１２月２８日�・２９日�・３０日�、

平成１９年１月２日�・３日�・４日�
　※以降は通常どおり

　【利用時間】　１０時～１６時
　【利用受付】　１１月２６日�１０時に市民総合体育館で受

け付け、重複の場合その場で抽選。※
その後空きがある場合は随時受け付
け。利用料金は、受け付け日にお支払
い願います

　　□問 市民総合体育館�７１５９－１２１２

「都市再生街区基本調査」に伴う測量実施中
　国土交通省の実施する「都市再生街区基本調査」の一環と
して、独立行政法人都市再生機構が市内の一部を測量してい
ます。
　作業員は、身分証明書を携帯し、腕章を着用しています。
測量にご協力をお願いします。

【期　　間】　平成１９年３月まで

【対象地域】　市街区域のうち、

主にＤＩＤ地区

（人口集中地区、

図参照）

【作業内容】　街区点測量（街区

の角等を測量）

　□問 都市再生機構東日本支社�

０３－５３２３－２４３９

　

公
民
館
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
流
山
お
や
こ
劇
場
と

の
共
催
で
、「
米
村
で
ん
じ

ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
制
施
行　
４０

周
年
と
流
山
お
や
こ
劇
場

標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

標
語
の
入
選
者
決
ま
る

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

再
生
品
を
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転

車
や
家
具
を
再
生
修
理 

し
、安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　
【
再
生
自
転
車
】

　

▽
申
込
期
間
＝　

月　
１１

２９

日
�
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

▽
受
付
時
間
＝
９
時
〜　
１７

時
▽
申
込
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で

１
世
帯
１
点
※
過
去
に
当

選
し
た
世
帯
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
▽
申
し
込
み

＝
申
込
期
間
中
に
直
接
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

設
立　

周
年
を
記
念
し
て

２０

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の 

「
で
ん
じ
ろ
う
先
生
」
の

驚
き
の
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
、
科
学
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
平
成　

年
２

１９

月
４
日
�　

時
〜
▽
場
所

１４

＝
文
化
会
館
▽
チ
ケ
ッ
ト

代
（
全
席
指
定
）
＝
①
子

ど
も
（
４
歳
〜
中
学
生
）

…
２
０
０
０
円
（
当
日
売

り
は
２
５
０
０
円
）
②
大

人
…
２
５
０
０
円
（
当
日

売
り
は
３
０
０
０
円
）
▽

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝　

月　
１１

１７

日
か
ら
、
①
文
化
会
館
、

各
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山

お
や
こ
劇
場
③
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
で
前
売
り
開
始
※
売

切
れ
次
第
終
了

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
流
山
お
や
こ
劇
場
�

７
１
５
２
―
０
４
４
６

（
月
・
水
・
金
曜　

時
〜

１０

　

時
）

１５

　

▽
期
日
＝
平
成　

年
１

１９

月　

日
�
▽
場
所
＝
国
立

１７
劇
場（
東
京
都
千
代
田
区
）

▽
日
程（
予
定
）＝
①
東
部

公
民
館（
８
時
）―
②
流
山

駅
東
口（
８
時　

分
）―
③

１５

江
戸
川
台
駅
西
口
（
８
時

　

分
）―
国
立
劇
場（　

時

３０

１０

　

分
）―
公
演（　

時
〜　

３０

１２

１６

時　

分
）
―
流
山
市
内
※

３０
①
〜
③
は
バ
ス
の
乗
車
場

所
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人（
多
数
抽
選
）▽
参

４５
加
費
＝
８
０
０
０
円
※
昼

食
は
各
自
で
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
古
典

芸
能
鑑
賞
会
参
加
希
望
」、

応
募
者
全
員
（
ハ
ガ
キ
１

枚
で
２
人
ま
で
）の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

バ
ス
の
乗
車
場
所
（
①
〜

③
）、返
信
用
に
代
表
者
の

宛
名
を
明
記
の
上
、　

月
１２

１
日（
消
印
有
効
）ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
生
涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

初春歌舞伎を　初春歌舞伎を 

楽しもう！楽しもう！　

１月２７日、国立劇場で１月２７日、国立劇場で

　でんじろう先生

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

森
晴
れ
て
此
処
に
彼
処
に
う
す
紅
葉 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

　

野
仏
に
暮
色
あ
か
り
や
曼
珠
沙
華 

野　

　々

下 

今
田　

素
土

　

秋
の
蝶
な
ご
り
の
花
を
め
ぐ
り
け
り 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

　

風
入
れ
て
着
替
入
れ
替
へ
天
高
し 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

　

暗
き
よ
り
心
も
と
な
き
秋
の
蝶 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

【
評
】
一
句
目　

い
よ
い
よ
も
み
じ
の
美
し
い
季
節
の
到
来
で
あ
る
。
そ
の
走
り
が

薄
も
み
じ
で
あ
る
。
黄
葉
・
紅
葉
と
も
も
み
じ
と
読
む
。
森
に
点
在
す
る
淡
い
色
合

い
の
う
す
紅
葉
が
、
日
の
光
と
交
差
し
て
森
の
景
色
を
彩
る
の
で
あ
る
。
二
句
目　

曼
珠
沙
華
は
彼
岸
花
の
異
称
で
あ
る
。
そ
の
異
称
四
百
余
あ
る
と
言
う
。
花
の
盛
り

は
華
や
か
だ
が
、
そ
の
根
茎
に
は
猛
毒
が
あ
る
か
ら
要
注
意
。
野
の
暮
色
の
中
に
浮

き
出
た
花
は
繊
細
で
も
あ
る
。
三
句
目　

秋
の
蝶
ら
し
い
野
の
た
ゆ
た
い
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
哀
惜
が
こ
も
る
。
四
句
目　

季
節
変
わ
り
の
生
活
感
を
浮
き
彫
り
に
し
た
一
句
。

天
高
し
が
心
の
晴
れ
や
か
さ
を
映
し
て
、
句
を
清
や
か
に
仕
上
げ
て
い
る
。
五
句
目

こ
の
句
、
秋
蝶
の
少
し
心
も
と
な
い
宇
宙
遊
泳
の
姿
が
素
材
。
味
の
あ
る
俳
味
あ
る

諷
詠
の
姿
で
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

欠
点
も
含
め
た
自
分
を
好
き
に
な
れ
落
ち
込
む
心
を
支
え
る
言
葉

 

鰭
ケ
崎 

浅
井　

房
代

木
犀
の
小
さ
き
黄
花
に
た
ま
る
露
朝
の
光
に
ふ
く
ら
み
て
落
つ

 

東
深
井 

戸
谷
ヤ
エ
ノ

柿
を
剥
き
ス
ラ
イ
ス
し
て
は
白
皿
に
並
べ
て
秋
の
味
覚
楽
し
む

 

美　

原 

森
口　
　

杏

【
評
】
浅
井
氏　
 
述 
じ
ゅ
つ 

懐 
に
傾
い
て
ゆ
く
自
身
へ
言
葉
の
意
識
は
、
下
句
へ
の
鋭
い
説
明
で

か
い

あ
る
が
、
理
屈
で
あ
る
よ
う
で
、
そ
う
で
な
い
所
も
垣
間
見
せ
て
、
そ
の
奥
の
人
間
の
生

命
の 
初  
発 
に
戻
り
、
生
き
る
こ
と
の
感
謝
を
見
失
わ
ず
、
生
き
甲
斐
の
切
実
無
類
の 
滋  
味 

し
ょ 
は
つ 

じ 

み

が
よ
い
。
戸
谷
氏　

木
犀
の
花
の
咲
く
日
常
の
景
色
に
、
平
明
な
連
な
り
か
ら
の
「
ふ
く

ら
み
て
お
つ
」
の
結
句
が
朝
露
の
滲
み
で
る
非
日
常
性
を
詠
み
こ
み
、
着
眼
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
で
、
す
が
す
が
し
く
こ
の
一
首
は
伝
わ
る
。
森
口
氏　

作
者
な
ら
で
は
の
、
柿
の
味
覚

の
楽
し
み
か
た
の
面
白
さ
で
あ
る
、
や
や
自
己
陶
酔
的
で
あ
る
が
、
季
節
の
き
ら
め
き
の

個
性
が
表
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
し
あ
た
り
家
族
団
欒
の
話
題
も
拡
が
り
作
品
に
奥
行
を
持

た
せ
て
の
佳
品
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
々
下　
　

山
口　

喜
美
子　

朝
の
挨
拶

ま
だ
人
影
も
な
い
朝
の
道

さ
わ
や
か
な
初
秋
の
道
は

ま
だ
鳥
の
声
も
聴
こ
え
な
い

清
々
し
い
朝
の
風
に
乗
っ
て
私
は
歩
く

坂
を
登
っ
て
く
る
女
の
人

汗
を
拭
き
な
が
ら
首
に
巻
い
た
タ
オ
ル
で

ま
た
汗
を
拭
う

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

私
は
大
き
な
声
を
か
け
る

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

返
っ
て
く
る
小
さ
な
声
に

う
れ
し
く
な
っ
て
私
は
頭
を
下
げ
歩
い
て
い
く

犬
を
連
れ
て
い
る
男
の
人

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

照
れ
く
さ
そ
う
に
男
の
人
は
黙
っ
て
首
を
垂
ら
し
て
い
く

こ
れ
か
ら
始
ま
る
今
日
を

み
ん
な
大
切
に
生
き
る
こ
の
街
の
住
人

一
人
一
人
に
私
は
心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
る

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

【評】秋の早朝の空気はこころよく、逢う人ごとに声をかけたくなる。
今日という日を迎えられた喜びを感じながら、弾んでしまいそうな歩みを

大地につけて歩いていく。それぞれの人生が表情にあふれていて、すれ違

う人との距離をつなげるのが朝の 挨拶 だ。いつも地球のどこかで切れるこ
エ ー ル

となく、さまざまな言葉で贈り合っているのだろう。
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